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有償ボランティアから学んだこと
　栃木県北部に位置する那須塩原市は人口約11万人
で、豊かな自然に囲まれ観光、農業、工業などのバ
ランスも良く暮らしやすい地域です。特に酪農にお
いては、本州一の牛乳生産量を誇ります。
　当センターの担当する圏域内にはシニアセンター
が設置され、そこでは介護保険認定を受けていない
65歳以上の皆様が、マシントレーニングやプールで
の体操を行い、体力増強や健康保持に取り組まれて
います。体操関連以外にも、麻雀卓があったりパソ
コン教室が開かれたりと、交流の場としても活用さ
れ、自家用車を運転して通っている方も多いです。
　そこを利用する皆様が、利用者同士で通院のお手
伝いを始めたこと等がきっかけで、有償ボランティ
ア団体として活動することになった、「らくらくサ
ポーター」についてご紹介させて頂きます。
　団体創設期の活動内容等を検討していた頃は、無
償で通院等の支援を行うことを検討していたような
のですが、サポーターとして集まった人達から、「無
料というのも頼みにくいのではないか？」という意
見があり、1時間当たり600円の費用負担で、介護保
険の訪問介護等では対応できない日常生活上のお手
伝いや、買い物・通院時の送り迎え等を行うように
なりました。
　利用者には、あらかじめ利用料金として3千円分
のチケット（1枚600円のチケットが5枚綴られていま
す）を購入して頂き、サービス利用時に提供時間に
応じた枚数をサポーターさんが受け取り、毎月の

ミーティング時にチケットを換金します。
　開設当初は数名程度だったサポーターさんも現在
は20名程になりましたが、利用登録者数は98名と増
加しており、どうすればサポーターさんを増やして
いけるかが喫緊の課題です。
　私は毎月のミーティングに出席し、サポーターさ
んが抱えた課題や疑問等を一緒に考え、微力ながら
助言や情報提供等のお手伝いをさせて頂きました。
　例えば、通院の支援を行うにあたってプロとボラ
ンティアの線引きをどう考えるのか、1時間600円と
しているが利用者側の急な都合で1時間を超えてし
まった場合どうするのか、チケットを紛失してし
まった場合はどうするのか等と、様々なことを一緒
に考えさせて頂きました。今思えば、サービスを企
画するにあたって、サポーターの皆様が前向きに無
理なく継続できるための、ブレーキ役的な立ち回り
だったように感じます。
　個別のケース対応に関する話し合いにも参加させ
て頂き、真剣に支援内容を検討している姿からは、
人として寄り添った支援とは何か？　ということを
逆に教えて頂いたと感じております。
　特に印象深いケースとしては、飼い猫へ深い愛情
をそそぐ一人暮らしの方のケースと、サポーターさ
んと一緒にコンビニのイートインコーナーでコー
ヒーを飲む時間をとても大切にされている方のケー
スです。愛猫家への支援については、価値観とは何
なのかということを深く考えるきっかけとなり、ま
た、コーヒーを一緒に飲む時間については、社会的
孤立感とは何か？　そして人と人とのつながりが、
その軽減を図る上ではとても大事だということを改
めて理解することができました。
　今年10月、コロナによる緊急事態宣言が解除さ
れ、しばらく休止していたミーティングがようやく
再開されました。再会を喜び合う姿を見ることがで
きとてもうれしく感じましたし、今後もミーティン
グに参加させて頂けることに感謝し、少しでも支え
になることができるよう努めていきたいと思います。
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